
 

「どうしたの？」 

「どうしたのー？」 

水遊びをしている途中、H 君がバランスを崩し 

転んで泣いてしまっていました。 

側にいたお友達がすぐに気付き、声を掛けます。 

「転んじゃったの？」 

「転んじゃったんだって！」 

「泣いてるね。大丈夫？」 

保育士が聞く前に、子ども達同士で優しく声を 

掛け、助けてあげようとする姿がありました。 

“お友達同士の関りが増えてきた事” 

“言葉が増えてきた事” 

“いつも先生達がしてくれている事” 

子ども達の中で繋がった瞬間でした。 

「起こして 

あげよ！」 

「僕も 

助けるよ」 

最後は様子を 

見ていた子も助けに 

入り、協力する姿が。 

子ども達同士の 

関わりを尊重し、 

見守りながら… 

仲立ちをしながら… 

“思いやり” “優しさ” 

の心を大切に、 

育てていきたいと 

思います       
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